
意見書を国へ提出しました
　
　

地
方
交
付
税
が
９
６
６

０
万
円
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
２
５
２
０
万
円
追
加
す
る

理
由
は
何
か
。

　
　

国
の
普
通
交
付
税
総
額

に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
事
業
費
」
が
、
前
年
度

比
較
で
約
３
倍
確
保
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
内
訳
で
あ
る
人

口
減
少
特
別
対
策
事
業
費
の

中
身
が
不
明
で
あ
っ
た
た
め
、

過
大
な
見
積
も
り
は
危
険
な

の
で
控
え
め
な
積
算
を
し
た
。

そ
の
算
入
額
が
１
億
６
３
８

６
万
円
の
増
加
と
な
っ
た
。

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
を

前
年
度
比
で
４
５
０
０
万
円

の
減
額
と
し
た
が
、
２
０
０

０
万
円
の
減
額
で
収
ま
っ
た

こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

　
　

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
交

付
金
５
０
７
万
円
は
ど
こ
に

使
う
の
か
。

　
　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
（
通
称
Ｊ―

Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
に
委
託
す
る
予
算
。

　
　

受
け
取
れ
な
い
人
が
で

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

Ｊ―

Ｌ
Ｉ
Ｓ
が
簡
易
書

留
で
郵
送
し
、
戻
っ
て
き
た

も
の
は
職
員
が
家
庭
を
回
っ

た
り
し
て
、
再
度
郵
送
す
る
。

　
　

亀
小
通
り
か
ら
高
野
倉

方
面
へ
む
か
う
百
地
蔵
通
り

の
工
事
は
、
側
溝
な
ど
よ
く

掃
除
を
す
る
だ
け
で
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　

一
度
掃
除
を
し
て
、
雨

が
降
っ
た
状
況
を
見
て
判
断

す
る
。

　
　

公
民
館
費
の
修
繕
費
96

万
６
千
円
は
何
か
。

　
　

文
化
会
館
入
口
の
自
動

ド
ア
部
品
交
換
に
34
万
円
、

非
常
発
電
設
備
の
漏
電
修
理

と
機
器
の
整
備
費
63
万
円
。

　
　

体
育
施
設
の
修
理
費
は

何
か
。

　
　

体
育
館
の
シ
ャ
ワ
ー
室

の
給
湯
器
と
梅
沢
運
動
場
の

夜
間
照
明
、
ア
リ
ー
ナ
の
照

明
修
理
な
ど
で
あ
る
。

　

公
共
事
業
を
遂
行
す
る
た

め
の
基
金
積
立
が
目
立
つ
補

正
だ
。
財
政
調
整
基
金
に
も

５
４
２
７
万
円
積
立
て
る
が
、

住
民
要
望
で
あ
っ
た
敬
老
祝

金
の
復
活
や
障
が
い
者
福
祉
、

地
域
福
祉
へ
の
町
が
責
任
を

果
た
す
予
算
が
な
い
。　

　

（
根
岸
）

　

個
人
情
報
流
出
の
心
配
を

払
拭
す
る
こ
と
な
く
、
見
切

り
発
車
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

強
い
危
惧
を
覚
え
る
。　
　

（
野
田
）

　
　

本
人
の
同
意
を
得
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
時
と
は
ど

ん
な
場
合
か
。

　
　

災
害
時
や
大
事
故
等
の

場
合
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　

本
人
の
委
任
に
よ
る
代

理
人
と
は
ど
ん
な
場
合
か
。

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

が
困
難
、
成
年
後
見
人
が
い

な
い
な
ど
、
自
分
自
身
で
は

請
求
が
で
き
な
い
場
合
で
あ

る
。

　
　

代
理
人
の
確
認
は
。

　
　

委
任
状
と
代
理
人
の
免

 
平
成
27
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

許
証
等
の
写
真
が
つ
い
た
書

類
の
提
出
も
し
く
は
提
示
を

義
務
付
け
る
。

　

本
人
の
同
意
や
本
人
の
委

任
に
よ
る
代
理
人
の
規
定
で
、

今
ま
で
よ
り
も
緩
和
さ
れ
、

悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま

る
と
考
え
る
。　

　
（
根
岸
）

　

ま
ず
国
が
行
う
べ
き
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施
延

期
と
情
報
漏
え
い
に
対
す
る

対
処
策
、
そ
し
て
抜
本
的
制

度
の
見
直
し
で
あ
る
。（野

田
）

上記 意見書については、可否同数により、議長裁決
となりました。

　
　

国
庫
補
助
金
が
減
額
さ

れ
た
が
、
補
助
金
は
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
づ
く
り
に
回
さ

れ
て
、
地
方
は
削
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
。

　
　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー

事
業
に
は
税
源
が
確
保
さ
れ

た
が
、
区
画
整
理
は
難
し
く

な
っ
た
。

　
　

町
の
持
ち
出
し
分
が
増

え
る
。
予
算
を
縮
小
し
な
い

理
由
は
な
に
か
。

　

国
の
存
立
を
全
う
し
、
国

民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
た
め

に
必
要
最
小
限
の
措
置
を
認
め

る
も
の
。
我
が
国
の
安
全
を

維
持
す
る
た
め
に
国
際
社
会

の
平
和
が
重
要
。
早
期
に
法

整
備
が
必
要
で
あ
る
。（
小
川
）

　

国
民
の
生
命
、
自
由
、
幸

福
追
求
の
た
め
の
戦
争
防
止

法
案
。
世
界
の
中
に
お
け
る

日
本
の
置
か
れ
た
立
場
や
状

況
を
冷
静
に
見
極
め
、
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
。（
中
山
）

　

自
衛
隊
を
海
外
ど
こ
へ
で

も
派
遣
し
、
武
器
を
携
帯
し

て
同
盟
国
等
に
協
力
す
る
法

案
。
平
和
国
家
と
し
て
信
頼

さ
れ
続
け
る
道
は
、
対
話
を

重
ね
る
外
交
努
力
の
政
治
で

あ
る
。　
　
　
　
（
石
井
計
）

　

国
を
左
右
す
る
国
民
に

と
っ
て
重
要
な
法
律
を
強
引

に
採
決
す
る
こ
と
は
、
国
民

無
視
の
行
動
と
い
え
る
。
理

性
あ
る
対
応
を
求
め
る
。

（
小
鷹
）

安全保障法制関連法案を強引に
採決しないことを求める意見書
　安全保障法制関連法案について、国会の審
議過程を通して、国民の理解が進むのでなく、
逆に関連法案の違憲性が明確になり、答弁の
綻びや曖昧さもあり、国民の中に疑問や不安
が大きく広がっています。
　憲法学者、学者、弁護士、宗教者、若者、
子育て中の方、高齢者など世代や立場を超え、
法案に対して反対の声が日に日に大きく強く
なっています。
　この国のあり方を大きく変えてしまう本法
案を強引に決めることは、許されることでは
ありません。歴史的にも大きな禍根を残すこ
とになります。
　９月５日、６日実施のＪＮＮ世論調査でも
「説明が不十分83％」「今国会での法案成立に
反対61％」という結果が出ています。
　国民の声に耳を傾け、立憲主義に基づいた
理性ある対応を求めます。
　国民の理解がないままに、今国会で強引に
法案を採決することに断固反対します。

　　平成27年９月11日
埼玉県比企郡鳩山町議会　

    （一部省略）　

問答

問 問答

問答 問答 問答

問答 問答 答

問答 問答問

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

毛
呂
山
・
越
生
都
市
計

画
事
業
今
宿
東
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
定

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉
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